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第３章では、本論文の主軸である《涅槃交響曲》という黛の代表作であり、かつ彼の音響的表現における
大きな転換点となった作品の中の「カンパノロジー」について、詳細にその書法、特徴などをさまざまなア
プローチで考察した。梵鐘の音という１つの音響事象を、３群のオーケストラで表現するための、全パート
にわたって巧みに施された精緻なオーケストレーション、そこに前章で述べた音響解析結果がどのように反
映されているのかなどを、スコアの引用などを交えながら考察を行った。また、実際の演奏におけるオーケ
ストラの配置の工夫についても、初演当時から現在に至るまで幅広く検証し、特に最近の実演での実例につ
いては、指揮者やオーケストラ関係者への独自の取材も行って、その音響効果への寄与について考察した。 
第４章では、黛の電子音楽とのかかわりという観点から「カンパノロジー」について考察した。黛は、「カ
ンパノロジー」という発想の原点について、電子音楽とのかかわりが無ければそういう発想は生まれなかっ
たと述べている。《涅槃交響曲》以前の黛の電子音楽とのかかわりを辿る中で、「カンパノロジー」の発想の
萌芽を探った。また、《涅槃交響曲》以降に彼が発表した「カンパノロジー」という言葉を作品名に冠した３
つの電子音楽作品について分析を行い、黛の中で《涅槃交響曲》以降に「カンパノロジー」という音響的表
現の在り方がどのように変わっていったのかを考察した。 
以上、第４章までの考察をもとに、終章において、黛が作曲家としてどのような動機を以て「カンパノロ
ジー」という独自の表現手法の創出に挑み、何を求めて《涅槃交響曲》という壮大な作品の制作に取り組ん
だのかを明らかにした。 
以上の考察から、彼が常に音楽家としての自身のアイデンティティを模索し続けた人であり、あらゆる方
向性へとその意欲的な探求を生涯続けた中で、音響表現というアプローチにおいて彼が辿り着いた最高かつ
理想的なひとつの答えが《涅槃交響曲》における「カンパノロジー・エフェクト」であったということを本
論文の結論とした。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本研究は、音響的表現の観点から、黛敏郎のカンパノロジーという技法が、いかに器楽作品に応用されて
いるのかを明らかにしている。 
カンパノロジーについて、申請者は黛自身が体験した梵鐘の分析を現代の音響技術によって追体験し、《涅
槃交響曲》の管弦楽法がどのような思考から導き出されてきたか、緻密な分析と仮説の積み重ねから多くの
成果をあげた。そのための調査は、梵鐘の分析以外に、黛と共同制作を行った音響技術者や当時の不完全な
音響技術による分析を補完するために参加した演奏家、《涅槃交響曲》が再演されたときの指揮者などの多く
のインタビュー、さらに、初演で使われたパート譜の書き込みの分析や《曼荼羅交響曲》との比較、電子音
楽作品の分析など長期にわたって極めて綿密に行われた。当時の電子音楽は、NHKなどの放送局やホール等の
設備であった音響機材を用いて音響技術者と共に制作することから、黛の音響作品を担当していた元NHKエ
ンジニアの佐藤茂氏から多くの知見を得ることによって、黛がカンパノロジーという技法に行き着いた経緯
を音響的側面から辿ることができた。研究期間を延長することで、《涅槃交響曲》の再演に申請者が立ち会え
たことも貴重な体験であった。黛自身による指示が残されているパート譜の分析や、スコアに極めて簡単に
図示されている分割されたオーケストラの配置を、実際にはどのようにホールの形状に合わせて最も良い音
響効果を得るのかなどについて再演した指揮者から説明を受け、その実際の練習と本番の演奏を聴くことが
できたことは、すでに当時の関係者が少なく、資料が得られない現状では極めて有意義であった。 
審査委員から、音響分析の表記の方法についての指摘があった。また、黛がカンパノロジーという技法に
至った大きな要因として電子音楽との関わりがあることから、論文の全体の構成についても問題があること
が指摘された。それらのいくつかの小さな問題点はあるものの、本論文は、博士の学位に相応しい優れた成
果が得られていると全員の審査員から認められた。 
